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２１世紀社会デザインと言葉の力　第24回
２００７．１２．１８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ　パ　ー
全体主義の続きで、ポパーについてです。この人の視点が、全体主義というものを見る上で、すごくいい視点ですから、レポートを書くうえで　彼の視点を抑えておくことが大事だと思います。
入門書としては、
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清水書院--  

 ポパー―批判的合理主義 小河原 誠 (単行本 - 1997/3)  講談社
開かれた社会とその敵  カール・ライムント・ポパー、内田 詔夫、 小河原 誠 (単行本 - 1980/1) 

非常に多面的な人で、一口に紹介することが、なかなか大変です。主な著書は、「開かれた社会と、その敵」。
これまで話題にしてきた佐々木さんの「プラトンの呪縛」という本は、この本にでてくる「プラトンの呪文」からとったんです。
基本的には、「全体主義は結局プラトンの政治思想をある意味で純粋化したものであった」ということです。
プラトンの理想国家をある意味で突き詰めていくと、「全体主義国家」にならざるをえないという側面があるわけです。プラトンは哲学の上で大きな尊敬を受けた人ですから、プラトンの国家論を根本的に否定した人はそんなにいない。それを非常にはっきりやったのが、このポパーです。
「開かれた社会とその敵」の「敵」が、何人か出てきますが、最大の人として出てくるのは、プラトンです。プラトンだけでなくて　ヘーゲルとかも出てくるのですが。ポパーの見方からすると、「敵」は固有名詞よりも、「全体主義を作る元になった人たち」の事です。
彼が「全体主義」というときに、一つは、ナチズム的な全体正義で、もう一つスターリン的な共産主義の全体主義で、この二つを、批判していくんです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラトンの階級社会

そのときに、プラトンの完全主義・唯美主義・ユートピア主義を言っています。この三つの要素、これは何を言っているかというと　全体主義の極端な形がどうできていったかということです。

　プラトンは指導者中心主義です。プラトンが理想とする社会は実はものすごい階級社会です。「社会の中には、その社会を導く役割を果たす指導者にふさわしい階級がある。そのなかでも指導者としてふさわしい人がいて、その人にすべての人が従うべきである」という。基本的にプラトンの「国家論」というのは、そういう非常に極端な指導者中心の全体主義的な傾きを最初から持っています。

プラトンの「国家篇」というのは、実は「人間論」でもあるわけです。
要するに頭の部分が、全身を支配するというか、大脳中心で、つまり社会では指導者が全体を支配するとすべてがうまくいく、それがバラバラだと社会全体がバラバラになってしまうから、一番優れた人の命令で、肉体が動くごとく全体が動くのがベストであるという考えにたつわけです。

じゃあ指導者というのはどういう人であるべきかというと、いわゆる哲人王　哲学者が王様になるか、王様が哲学をやるかいずれにしても、そういう人が社会のトップにいれば、社会は良い社会になる。その人の導きに従うべきだとなるわけです。

社会と人間を二重映しにしたプラトンの考えは、以前は　国家論と人間論ということで評価されていたわけです。

そういう意味ではすごく面白い本ですが、書かれていることを突き詰めていくと、本当に、ナチズム的な全体主義、スターリン主義的な全体主義みたいなことになるわけです。

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　ポパーの科学理論
ポパーという人は、若いころ社会主義から出発して、共産主義への傾きを持って、２０世紀の初めの青春時代をウィーンで過ごすんです。第1次大戦が終わったと同時に、革命が起きるわけです。ロシアで革命が起きて、それに影響された形で、ドイツ革命が起きて、帝国は潰れて、そのあと、ものすごい経済的困難に襲われて、その中で、ヒットラーが一挙に権力を掌握していく事が起きるわけです。
第一大戦が終わって、革命が起き、帝政をひっくり返すその中で、ポパーは銃をとって戦っているはずです。
その運動をになった人たちには、相当共産主義の人達が入っていたし、社会民主党が、強い政治力をもっていました。そういう雰囲気の中で、彼は、青春を送り、そのリアルな政治変動の中で、考えを深めていって、ナチが政権をとる時には国外、確かイギリスにいって、それからニュージーランドにいきます。ニュージーランドの大学の先生をずーっとやっています。だから彼の主な作品はニュージーランド時代に書かれたものです。
彼の書いたものの中で、[開かれた社会とその敵]と並んで有名な本は、[歴史主義の貧困]です。
これは、必ずしも正しいタイトルではなく、historicism（歴史法則）の貧困です。
 歴史主義の貧困―社会科学の方法と実践 カール R.ポパー、久野 収、 市井 三郎 (単行本 - 1961/5) 

　　　　　　　　　　　　　ポパーと科学

彼は全く別なことでも有名です。一つは、科学基礎論です。「科学とは、何か」というと、難しいですが、その定義としてポパーが、言い出した「反証可能性を持って科学の定義とする」という定義が今でも広く使われています。「疑いようのない知識はサイエンスではない」ということです。

それからもう一つ。有名なのは　脳。
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 自我と脳 カール・R. ポパー、ジョン・C. エクルズ、Karl R. Popper、 John C. Eccles (単行本 - 2005/2) 

脳生理学の立場から   
脳の事を論じるときにはまず最初に読むべき本です。この中で彼は独特な３世界論を称えています。

３世界論というのは、

世界１が　　自然世界で

世界２が　　脳の中の世界

世界３が　　人間が創造した世界（文学・音楽・思想、、、、）です。

ポパーはこういった全然違う分野、意識の世界、サイエンス、自然と社会、知識基礎論みたいなことをしつこく論じ続けた人でもあります。

こういう膨らみをもった人で、若いときに、社会革命運動で戦ったあたりも含めて書いた自伝があります。
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果てしなき探求　 -知的自伝ー (岩波現代文庫) カール・R・ポパー 森 博 (文庫 - 2004/2/19) 
 開かれた社会 開かれた宇宙―哲学者のライフワークについての対話 (ポイエーシス叢書) 

カール・R. ポパー、フランツ クロイツァー、Karl R. Popper、 Franz Kreuzer (単行本 - 1992/9) 

彼は、ナチズム・共産主義・プラトン的な思想、この三つを含めて、やっつけているのです。

何が「開かれていない社会」なのかといえば、全体主義の時代の国家社会です。ナチスドイツ、スターリン時代のソ連とか、戦前の日本とかそういうものに累計されるような社会です。自由というものが基本的にない。トップに、偉い人がいて、それが力を持って支配して、社会全体を統制しているような社会、それが「閉じた社会」です。そういう社会を名付けて彼は、「ユートピア主義的工学にもとづいた社会国家」といいます。彼は　それを強烈に批判します。これに基づく社会は全部失敗するというわけです。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　つぎはぎ繕い社会

「ユートピア主義的社会工学」に対比して、彼は、彼以外使わない言葉ですが、peace-meal social engineeringといいます。ピースミール社会工学というのは何かというと、「つぎはぎ繕い社会」です。
ユートピア的な理想社会では、「何故それがユートピアなのか」「本当にそれが実現したら、どうなるのか」、そういう具体的な説明がなくて、いきなり理想社会が提示される訳です。理想目標を提示して、それを実現するために、どういう方法があるかみたいな展開で進むわけです。実際に、共産主義の歴史もそうです。私有財産のない社会が理想で、それが実現すれば、理想社会ができるみたいなところは、マルクスがやるわけです。その前に　それ的なユートピアが何度も物語として提示されていて、マルクスはそれを経済理論で、証明したというわけです。
その基本文献の一つに、「空想から科学へ」というのがあります。歴史法則どおりに動いている理論だから、革命運動に身を投じるのは歴史の流れに身を投じることであって、それを弾圧するのは、歴史に背を向けた行為だという表現が、共産主義の運動の中では盛んに使われたわけです

ポパーの「歴史認識の貧困」では、「歴史に法則があると言うのは、嘘である。そういうものは無い」ということを論証します。この本の中で、彼が最も正しいと思っているのは、「漸次的工学」です。少しずつやるのが正しい。
いきなり大目標を提示して、それを実現するためには「こうして」「ああして」と、組織をつくって下ろしていくのは間違いである
本当に社会を変えようと思ったら、少しずつ変えていく。ピースミール、別の言い方でいえば、社会改良主義で、目の前にある今抱えている問題を少しずつ少しずつ変えていくほかないとういう議論です。

共産主義、社会主義的な主張は　「一挙に、革命によって実現する」です。少しずつ改良していくことは「社会改良主義」といって馬鹿にされていました。
ソーシャルテクノロジーとピースミールテクノロジー、
ポパーは、自然科学の原理論が１番大きな仕事でした。

彼は、「自然科学は、大目標を最初から設定することはやらない。常に、すでに発見したことに少しずつ少しずつ新しい発見を付け加えていく。その一つ一つの新しい営みは、疑いのないことではなくて、疑いがあるけれども、こうではないかということで、それを少しずつ付け加えていく。これが自然科学の営み」といいます。

彼の「つぎはぎの繕い」は、自然科学におけると同じように、社会科学においても、「こうするのがベターなのではないか」ということです。

一つ一つ加えて、大きな流れの中でより社会をつくるという方向にいくのが正しい、つまり自然科学の方法論にならう形で、社会科学の方法論というか社会工学的な方法論が１番望ましいのではないかということです。

だから、社会デザインも基本は、こういう原理に従うべきということです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラディカリズム

強烈な指導者が出てきて、社会全体がこれに従えば「こんなすばらしい社会になる」と、号令をかけて、一挙に動いたというような時代があった。それが二つの全体主義です。
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歴史のおわり

フランシス フクヤマ (著), Francis Fukuyama (原著), 渡部 昇一 (翻訳) 

ソ連が崩壊した後に書かれた本で、まさにそういうタイミングで出たために世界的に有名になりまして、ひどく読まれた本です。レポートの参考になります。

完全主義・唯美主義・ユートピア主義
ついこの間まで　共産主義が頑張ってる間は、その全体主義を全体主義とは取らずに、別の平和的な勢力であるみたいな見方もあったのですけども、実際それが崩壊して、次々と明らかになったことは、ナチよりひどい全体主義がそこにあったということです。

何故、そのようになったかと分析したのが　ポパーです。
前に、プラトンの完全主義・唯美主義・ユートピア主義をいいました。これはどういうことかというと、完全主義と言うのは、Radicalism つまり過激主義です。「独裁国家で独裁的にやる。それしかない」。人間はどんどん殺してみたいなことにならざるを得ないラディカリズムの原理です。

そういう革命運動と言うのは、日本語で過激主義と訳されます。これまでの革命運動の中で、　ラディカルな方が　、たびたび力を持ってくる。それは、ラディカルな方が、ラディカルになれない連中を「お前らが間違っている。気質的に革命を実現できない連中だ」と、批判する。革命家のカテキズムを１番の原理として、攻撃する。連合赤軍の事件で起きたのもまさに　これなんです。

連合赤軍だけでなくてあらゆる革命の運動が全部こういう傾きをもって、どっかで、党派の中のラディカルな方が権力をとって、相手を弾圧して、最終的には殺したり、地位を失わせることが延々と行われてきたわけです。

こういう運動の中で持っているラディカリズムがそうさせるのであって、その根底には唯美主義と言うか、「そちらの方が綺麗だ」と言う思想があります。革命理論的な議論をやると、ラディカルなほうが論理的に筋が通って、綺麗で、現実に合わせてみたいな修正主義、ピースミールの立場より美しいというわけで、勝つというところがあるわけです。
ポパーは、そう分析しているわけです。
「賢者が指導し、支配すべきである」
指導者を崇める。その根本には、プラトン自身の言葉で、「賢者が指導し、支配すべきである。無知なものは従うべきである」という哲学の原理があります。

プラトンはある意味で、立派な哲学理論的なところもあるけれど、具体的にどう社会をつくるのかというエッセンスを見ると、こういうキズがあるわけです。

ナチスの場合にはそれが、人種主義的で、指導者はアーリヤ民族で、ユダヤ民族は、社会の質を下げる連中だからと、実際に何百万を殺すということが行われるわけです。ユダヤ人だけじゃなくて、社会的弱者と呼ばれる人たちには、断種が行われました。いろんな遺伝子を抱えた人たちが相当断種させられます。
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渡部昇一
彼はナチスのこの劣等遺伝子を持った人たちの断種が戦後のドイツを経済的に成功させたといってものすごく非難されたことがあるのですが、それでも彼は基本的に、そう思ったんですね。
ユートピア工学への批判
ユートピア工学。究極の目標の設定それから、それを実現するための青写真、あとは、実行していく。大きく言えばそういう流れですが、ポパーが批判しているのは、本当にそれが究極の目標として提示することが可能なのかということです。

誰が、本当の理想であるということを決められるのか、それがベストの社会を作ることができるということを決める原理がないではないか。いろんな人が理想の社会を提示するけれども、そういうものが、そもそもあるとはいえないではないか、というのが彼の論証の一つです。

それで、青写真に対して、彼は、ピースミール工学のほうが正しい。そのほうがはるかに健全な社会を現実化する方法である。

たとえそれが実現できる大目標として、理想を掲げて、本当にそれが理想と言えるかどうか疑問だけれども、そうだとして、青写真を持ってきてもそれを実現するまでに、時間がかかる。社会を改造するというのは、時間がかかるから、例え、この理想と青写真が正しいとしても、一人の人生の時間よりそれは長いから、どこかの時間しか共有できない。何百年、時間が続いても、本当に、正しいかどうか分からない。

そういう意味でも、どんな青写真も、永遠に最初に描いたものを現実との距離を測りながら、常に修正を加えないといけない。

そういうことを考えると、そもそも、「全体の流れが正しい」ということは誰にも言えない。

すべての社会全体が、からむようなものは、そういうものでしかあり得ない。

無理矢理もとの青写真とかに合わせる方向になった途端、それは暴力的になる。

現実を、青写真に合わせざるを得ない面が出てくると、それは、暴力革命になったりする。

歴史で言えば、スターリンの時代に、世界革命の理論だったのが、一国革命にならざるを得ない時期が来て、それに合わせてスターリンは、理論を変えちゃうわけです。あくまでもそれを追求したのがトロツキーです。それはそれで合理性があるけれども結局は、現実を無理矢理合わせようという努力がついにむなしくなって、ソ連という国家が、崩壊したというのが、２０世紀の最後の歴史です。

権力というものを握った指導者のもとで、現実が、どんどん理想から離れていったときに、無理矢理、「これが正しい道である」ということを社会全体に言い聞かせるために、独裁体制が必ず起きるわけです。

それが歴史で起きたことです。
そういう観点から、現実の革命を具体的に、並べて、比較する形で、ポパーは、批判を続けていくわけです。

結局、プラトン的な理想社会が　本当にいいかどうかというところを検討してみると　必ずしも証明がない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　イデア

プラトン主義というのは、哲学の歴史では、イデアリズムといわれるんです。

プラトンが考えていた世界の構造の中で、現実社会と、観念の世界の中にあるそれをイデアといったのですが、

それがいつの間にか、理想主義という言葉になって、日本語はそのあたりがものすごく微妙に重なって、分からなくなっています。

リアルな世界は、真実の世界が投影された影の世界で、その向こう側に大本になるイデアがあるというのがプラトンのイデアリズムです。

それは理想主義といわれているけれども、この場合　日本語の理想という言葉を使ってしまうと、ちょっと。

プラトンの基本的な考えでは、こちら側が、われわれの住んでいるリアルな世界で、イデアのほうは、神様に近いというか、精神といわれる世界、リアリズムの世界とは全然違う相当あやしげな物も含んだイデアの世界です。

ですから、じつはヒットラーなんかも、ものすごくそういう意味では怪しい部分というものがどんどん出てくるんです。ヒットラーというのは、薬物中毒になった面もあるのですが。もともと彼が考えていた世界構造というものに　こういうものがあるんです。末期のヒットラーの演説の中に、はっきり出てくるんですが、彼は精神的に高揚して、彼のもとに権力が集中し、それを第３帝国と名づけるわけです。

第一帝国はローマ帝国で、第二帝国はドイツ帝国で、ヒットラーの時代が第三帝国なわけです

かつてのドイツ帝国以上の権力が彼にあるわけです。彼は「この第３帝国は１０００年続く」というわけです。

そういうことを言ってるときのヒットラーの言葉は、理想主義というときの理想ではない、あやしげなイデアの固まりです。歴史上１０００年以上続いたものは現実ない。
先ほど言ったように、個人の人生というのは、ほんの小さな時間しか共有できないので、何が正しいか分からない。

　　　　　　　　　　　　ヤルタとプラトン的原理
もう一つだけ言いますと、ヤルタ会談で、世界の分割が進んだとい話しました。この時ほんとに世界分割の話をするわけです。

ヤルタ会談というのは正式の記録がないんです。私的なメモしかないんです。そこに、チャーチル、ルーズベルトに対して、スターリンが言った言葉があります。

第一次大戦が終わった後はベルサイユ会議というのがあっての戦争に参加したたくさんの国が合同でやって決めるわけです。ところが、それはある意味で失敗したので　第二次大戦が、あるんです。

スターリンは、「米英ロ三国だけで、すべてを決める。」「世界の運命はこの三つの大国が決める。世界平和をどう維持するか決める。」ということを言うわけです。中小国を全部排除するということを決めるわけです。

このスターリンの言葉が、じつは、プラトン的な原理です。
「世界には指導者たるべき運命を持っている大国がある。中小国は世界の運命の決定にあずかるべきではない」

この論理が、ずっと戦後の世界を支配し、冷戦の持つ意味でもあるわけです。

閉じられた社会でことを決めようとしたのがヤルタの首脳たちで、そういう社会が終わったのがまさに　そういう意味での歴史の終わりにもつながっているということです。
